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（３）作業内容取り込み 

まず「作業内容」の取り込みを行います。プレビュー1行目の「草刈り」が専有状態に 6

行目の「除草」が取込状態になっています。この状態で取り込みを実施すると、自身のデー

タに草刈りと除草の二つの作業内容が追加されることになります。 

 

もし、草刈りと除草を同じ作業内容として扱いたい場合は「詳細」ボタンを押して調製を行

います。 

 

 

 

「取り込みデータ編集」画面が表示されます。 

 

押下 
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「草刈り」のチェックボックスと「除草」のチェックボックスを選択してください。 

 

 

 

以下のメッセージが表示されるので「OK」ボタンを選択してください。 

 

「除草」が「草刈り」に統合されました。以上の処理を行うことで、取り込みデータにあっ

た「除草」を「草刈り」として扱うことができます。 

 

 

作業が完了したら「戻る」ボタンを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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作業内容のチェックボックスを選択してください。 

 

生産者の取り込み待ち状態になります。 

 

 

 

押下 
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取込み状況を確認するには取り込みリストの各項目を選択します。 

 

 

以下のように状況が取込だった項目が共通の項目に変更されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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（４）作物管理の取り込み 

取り込みリストの「作業内容」から「使用制限作業」までは作業内容と同様の方法で取り

込みを実施していきます。「作物管理」を行う場合以下のようなプレビュー画面が表示され

ます。生産管理記録の作物管理を取り込む場合は区分が「生産」の「詳細」ボタンを選択し

ます。 

 

以下のように作物管理の一覧が表示されます。統合作業のやり方は「作業内容」と同様です。 

 

押下 
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育苗記録の作物管理を選択する場合は区分が「育苗」の「詳細」ボタンを選択して、統合を

行ってください。統合が完了したら「作物管理」のチェックボックスを選択してください。 

 

 

（４）育苗土、育苗管理記録、生産管理記録の取り込み 

 育苗土、育苗管理記録、生産管理記録はそれぞれプレビュー画面に作物管理の情報が表示

されます。それぞれの作物管理に紐づく、育苗土、育苗管理記録、生産管理記録の統合作業

を「詳細」ボタンを選択して、「取り込みデータの編集」画面で実施してください。また、

下記のように詳細の列に「-」が表示されているものは「専有」状態の作物管理記録である

ため統合作業が不要なため「詳細」ボタンが選択できないようになっています。 
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（５）統合データの取り込み 

取り込みリストの「生産管理記録」を選択すると、以下のメッセージが表示されます。「OK」

ボタンを選択すると、統合したデータが取込まれます。 

 

 

また、「キャンセル」ボタンを選択すると、以下のように表示されます。 

 

「詳細」ボタンが表示されていた場所に「取込」ボタンが表示されます。「取込」ボタンを

選択することで、再度統合データの取り込みを行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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各項目の統合状況を見直してやり直したい場合は、その項目のチェックボックスを再度選

択すると選択された項目から取込み作業のやり直しを行うことができます。「ほ場」のチェ

ックボックスを選択すると以下のメッセージが表示されます。 

 

「OK」ボタンを選択すると再度ほ場から取り込みを開始できます。 

 

押下 
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また、途中で取り込みをやめる場合は画面上部の「戻る」ボタンを選択します。以下のよう

な メ ッ セ ー ジ が 表 示 さ れ る の で 「 OK 」 ボ タ ン を 選 択 し ま す 。

 

「設定」画面が表示されます。自身のデータはデータ取り込みを行う前と同じ状態になって

います。 

 

押下 
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11.14 格付総量について 

 格付総量は収穫管理詳細画面右上に表示される情報です。格付を行った作物の総量が表

示されます。 

たとえば収穫量が 100kg の収穫物に対して 2 日にわけて 50kg ずつ格付けを行った場合

の格付総量は 100kg になります。また 1 度格付けを行った収穫物に対して再度格付を行う

場合は格付総量には加算されません。つまり 100kg の収穫物を全量格付けした後に、同じ

収穫物に対して格付けをしても格付総量は 100kgとなります。 

格付総量を編集する場合は以下のように行います。 

 

（１） 「総量」ボタンを押します。 

 

 

（２）格付総量の編集画面が表示されるので、総量に値を入力して「OK」ボタンを押しま

す。 

 

 

押下 

押下 
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11.15 グループ管理について 

 グループ管理の機能を使用すると作業内容をグループごとに使い分けることが可能です。 

以下に使用例を示します。 

まず、「グループ管理」画面を表示します。メニューの「マスタ」を選択し、メニューの

横に表示される項目から「グループ管理」を選択します。 

 

「グループ管理」画面が表示されます。いくつかのグループが登録されている状態です。 

 

 

 

 

 

押下 
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表の「水稲」の「作業内容編集」ボタンを選択します。 

 

「作業内容編集」画面が表示されます。作業内容は「除草」、「施肥」、「収穫」、「耕起」、「散

布」、「種まき」、「温湯浸漬」、「田植え」が選択されています。「作業内容編集」画面でチェ

ックボックスがチェックされた状態になっているものが、そのグループから使用できる作

業内容になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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グループの選択は「種苗一覧」画面から行います。 

 

 

「水稲」グループに属している種苗を「作物管理」画面で登録して、生産管理記録を作成す

ると、「作業内容編集」画面で選択した作業内容だけが編集画面から選択できるようになり

ます。 

 



- 150 - 

 

11.16 収穫記録の一括管理 

 収穫管理画面で複数の収穫記録を一つにまとめて、格付出荷することが可能です。以下に

使用例を示します。 

 2016/03/29 に収穫された茄子の記録と 2016/03/28 に収穫された茄子の記録を一つのグ

ループにまとめます。まず、1行目を選択して「グループ」ボタンを選択します。 

 

下記のようにグループ編集画面が表示されます。 

 

 

押下 
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グループ横の矢印ボタンを選択して、「茄子-A1」というグループを追加します。 

 

グループに「茄子-A1」を指定して「OK」ボタンを選択します。 

 

1行目のボタンの情報が「茄子-A1」に変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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同様に２行目も「茄子-A1」のグループに変更します。下記のようにボタンが両方とも「茄

子-A1」と表示されるようになります。残量の表示は「茄子-A1」グループ全体での残量にな

るので 1行目と 2行目の重量の合計値が表示されます（10kg）。 

 

格付と出荷の記録は詳細の「茄子-A1」ボタンを選択します。1行目と 2行目どちらを選択

しても同じ画面を表示することができます。 

 


